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新
年
明
け
ま
し
て

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
が
輝
か
し
い
希
望
に
あ
ふ
れ
た
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
改
正
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
が
昨
年
９
月
４
日
に
公
布
さ
れ
、
本

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、
公
選
制
か

ら
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

る
任
命
制
に
変
更
と
な
る
こ
と
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
や
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
を
進
め
る
た
め
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
新
設
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
厚
木
市
農
業
委
員
会
で
は
、
本
年
10

月
の
農
業
委
員
任
期
満
了
後
、
新
た
な
体

制
の
も
と
で
、
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て

は
、
昨
年
10
月
５
日
、
米
国
の
ア
ト
ラ
ン
タ

で
行
わ
れ
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
T
P
P
）
閣
僚
会
合
に
お
い
て
、
T
P
P

交
渉
が
大
筋
合
意
に
至
り
、
農
業
経
営
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
地
は
、
安
心
・
安
全
で
新
鮮
な
農
畜

産
物
の
供
給
源
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

緑
豊
か
な
都
市
景
観
や
多
様
な
生
き
物
が

生
息
・
生
育
す
る
環
境
を
保
全
す
る
な
ど
、

多
面
的
な
機
能
も
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
・
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被

害
等
に
よ
る
耕
作
意
欲
の
減
退
な
ど
で
、

農
地
の
遊
休
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を
守
る
立
場

か
ら
、
毎
年
、
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
８
月
、
９
月
及
び
12
月
に
、

市
内
の
全
農
地
に
つ
い
て
、
各
地
区
担
当

の
農
業
委
員
が
目
視
に
よ
る
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
59
㌶
の
遊
休

農
地
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
比
較
的
た
や
す
く
耕
作

可
能
な
状
態
に
戻
せ
る
農
地
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
厚
木
市
農
業
委
員
会
、

厚
木
市
、
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
の
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
設
置
し
た
厚
木
市
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
権
設
定
に
よ
る
農

地
の
貸
し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

進
め
、
新
規
就
農
者
な
ど
を
中
心
に
農
地

の
利
用
集
積
を
図
り
、
遊
休
農
地
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
の
耕
作

放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
交
付
金
を
活

用
し
、
昨
年
度
は
60
㌃
、
本
年
度
は
40
㌃

の
遊
休
農
地
を
解
消
し
、
一
部
の
農
地
で

は
、
新
た
な
担
い
手
に
よ
る
大
豆
等
の
作

付
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
木
市
の
農
業
は
、
生
産
地
と
消
費
地

が
同
地
域
に
存
在
す
る
典
型
的
な
都
市
農

業
で
あ
り
、
安
心
・
安
全
で
新
鮮
な
農
畜

産
物
を
消
費
者
に
直
接
提
供
で
き
る
こ
と

が
強
み
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
農
業
経
営
の

安
定
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表

と
し
て
の
自
覚
と
信
念
を
持
ち
、皆
様
の
農

業
経
営
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、こ
の
新

た
な
１
年
、取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

農
業
者
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

主な内容
２面…●農業委員会法が改正
　　　●選挙人名簿登載申請は廃止に
　　　●農地転用制度が一部変更
　　　●都市農業支援センター活動紹介
３面…●利用権設定で農地の貸し借りを
　　　●農地利用状況調査を実施
　　　●無断転用は罰せられます
　　　●市長に建議書を提出
　　　●農業者年金
４面…●あゆコロちゃんに聞いてみよう
　　　　(認定農業者ってなぁに？ )
　　　●新任農業委員紹介
　　　●新規就農者紹介
　　　●ＪＡあつぎ農業塾のご案内

厚木市農業委員会
会長　佐

さ

々
さ

木
き

　和
かず

男
お

年
頭
に
あ
た
っ
て
新
年
ご
あ
い
さ
つ

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
彩い

ろ
ど

り
豊
か
な
ま
ち
へ

　温水で花きの栽培をしている青木克彦さん(40)と敬子さん(39)ご夫婦。
　春から夏はサルビアやペチュニア、秋からはパンジー、ビオラ、ジュ
リアンや葉牡丹など、年間を通じてさまざまな品種を手掛けています。
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
農

委
法
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
27

年
９
月
４
日
公
布
、
平
成
28
年
４
月
１

日
施
行
）。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

業
務
の
重
点
は
、「
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
」
で
あ
る
こ
と
が
明
確

化
さ
れ
、
ま
た
、
農
業
委
員
の
選
出
方

法
が
、
公
選
制
か
ら
、
市
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
す
る
任
命
制
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

を
進
め
る
た
め
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
新
設
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
農
業
委
員
会
は
、
現
委
員

の
任
期
満
了
後
の
10
月
17
日
か
ら
、
改

正
農
委
法
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

【
改
正
農
委
法
の
概
要
】

○
農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

　

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

が
、
任
意
業
務
か
ら
必
須
業
務
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

　

地
域
の
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手

が
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
実
に
就

任
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
公
職
選
挙

法
に
基
づ
く
も
の
か
ら
、
市
長
の
任
命

制
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

市
長
は
、
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団

体
に
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
る
と
と
も

に
、
公
募
を
実
施
し
ま
す
。

　

推
薦
・
公
募
の
情
報
は
、
整
理
・
公

表
し
、
市
長
は
推
薦
・
公
募
の
結
果
を

尊
重
し
、
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し

ま
す
。

※
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

　

①�

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化

　

②�

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解

消
の
推
進

　

③�

新
規
就
農
、
企
業
等
の
農
業
参

入
の
支
援

　

毎
年
１
月
に
、
10
㌃
以
上
の
農
地
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
、「
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
の
手
続
き
は
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

農
地
転
用
許
可
に
際
し
、
農
業
委
員

会
は
、
許
可
権
者
で
あ
る
神
奈
川
県
知

事
に
意
見
を
送
付
す
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
30
㌃
超
の
農
地

転
用
許
可
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
委
員

会
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
神
奈
川
県
農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
」（
神
奈

川
県
農
業
会
議
）
の
意
見
を
聞
き
、
そ

の
意
見
を
踏
ま
え
、
県
知
事
に
意
見
を

送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
量
は
お
よ
そ
１
，０
０
０
㌔
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
大
豆
は
水
煮
に
し
て
、
11

月
21
、
22
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
木
市
制

60
周
年
記
念
事
業
第
46
回
厚
木
市
農
業

ま
つ
り
に
お
い
て
、
市
内
で
採
れ
た
小

麦
で
作
っ
た
う
ど
ん
と
一
緒
に
試
食
会

を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、「
大

豆
に
甘
味
が
あ
り
、
味
付
け
し
て
い
な

く
て
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
う
お
声

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
農
地
で
収
穫
さ
れ
る
大

豆
は
、学
校
給
食
で
使
用
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
豆
を
収
穫
し
た
農
地
で
は
、

冬
小
麦
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
農
地
は
、
鳥
獣
被

害
が
発
生
す
る
地
域
に
あ
る
た
め
、
セ

ン
タ
ー
職
員
も
協
力
し
て
防
護
柵
を
設

置
す
る
な
ど
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農

地
を
貸
し
た
い
、
借
り
た
い
等
の
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
本
所
２
階

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
221
局
５
５
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
薨
224
局
８
４
１
４

厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
の

手
続
き
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た

農
地
転
用
制
度
が

一
部
変
更
さ
れ
ま
す

　

厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
厚
木
市
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
の

解
消
を
目
指
し
、
都
市
農
業
の
維
持
・

発
展
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
、

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
本
所
内
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
４
５
８
件
、
平
成

27
年
度
は
７
３
６
件
（
11
月
末
現
在
）

の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
い
た
だ
き
、

迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、農
地
の
流
動
化
を
図

る
た
め
、農
地
を
貸
し
た
い
人
、借
り
た

い
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、60
件
、１

０
１
筆
、約
８
・
６
㌶
の
農
地
の
利
用

集
積
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
さ
れ
た
８
人
の

方
々
に
、
農
地
の
紹
介
や
技
術
指
導
、

営
農
相
談
を
行
う
な
ど
、
農
業
経
営
の

安
定
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
り
、
担
い
手
と
と
も
に
、
耕
作
放

棄
地
や
遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
上
荻
野
と
下
荻
野
の
約

１
㌶
の
遊
休
農
地
を
３
人
の
新
規
就
農

者
が
借
り
受
け
、
津
久
井
在
来
大
豆
の

作
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
、丹
精
込
め
て

育
て
た
大
豆
の
収
穫
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

刈
取
機
を
使
っ
て
刈
り
取
り
、
脱
粒

機
に
か
け
る
作
業
な
ど
を
行
い
、
そ
の

【農業委員・農地利用最適化推進委員の選出イメージ】

市議会

市　長
推薦・公募の情報を整理・公表

農業委員会
推薦・公募の情報を整理・公表

候補者が定数を超えた場合は、
評価委員会で審議し、市長に報告

候補者が定数を超えた場合は、
農業委員会で選考

市　長 農業委員会

申請者
全国農業委員会ネットワーク

厚木市農業委員会

神奈川県知事

神奈川県農業委員会
ネットワーク機構

農業委員 農地利用最適化推進委員

地域の農業者や農業団体（地域の代表として）

委嘱

④［
許
可
］

①［申請］

（※30アール超の場合）

任命

②［意見聴取］
　 ［意見回答］

③ ［
意
見
＋

　
申
請
書
提
出
］

推薦・公募

同意

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会
が
定

め
る
区
域
ご
と
に
、
農
業
者
等
か
ら
推

薦
を
求
め
る
と
と
も
に
、
公
募
を
実
施

し
ま
す
。

　

推
薦
・
公
募
の
情
報
は
、
整
理
・
公

表
し
、
農
業
委
員
会
は
、
推
薦
・
公
募

の
結
果
を
尊
重
し
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す

る
者
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
を
積
極
的

に
行
う
た
め
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
設
置
し
ま
す
。

　

推
進
委
員
は
、
自
ら
の
担
当
区
域
に

お
い
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
の
推
進
、
地
域
に
お
け
る
現

場
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

関
す
る
意
見
の
提
出

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
利
用
の
最
適

化
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
サ

イ
ク
ル
を
回
し
て
改
善
し
て
い
く
た

め
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
関
係
行

政
機
関
に
対
し
施
策
の
改
善
意
見
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
農
業
委
員
会
の
活
動
の
公
表

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
の
状
況
な
ど
、
農
業
委

員
会
の
活
動
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・
市
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市

長
の
任
命
制
一
本
と
な
り
ま
す
。

・
過
半
を
原
則
と
し
て
認
定
農
業
者

と
し
ま
す
。

・
中
立
な
立
場
で
公
正
な
判
断
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
者
を
登
用
し
ま
す
。

・
女
性
・
青
年
も
積
極
的
に
登
用
し

ま
す
。

※
推
進
委
員
の
具
体
的
業
務

　

�

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
地
域

の
農
業
者
等
の
話
し
合
い
の
推
進

　

�

・
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
の
推
進

　

�

・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解

消
の
推
進
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【
利
用
権
設
定
と
は
】

　

利
用
権
設
定
と
は
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
基
づ
く
、
耕
作
を
目
的

と
し
た
賃
借
権
や
使
用
貸
借
権
の
設
定

の
こ
と
で
す
。
農
地
法
第
３
条
の
許
可

を
得
て
行
わ
れ
る
農
地
の
貸
し
借
り
に

比
べ
、簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
利
用
権
設
定
に
よ
る
貸
し
借
り

は
、あ
ら
か
じ
め
定
め
る
期
間
（
３
年
・

６
年
・
９
年
）
が
満
了
し
た
場
合
、
自

動
的
に
権
利
が
消
滅
し
、
農
地
は
必
ず

所
有
者
に
戻
っ
て
く
る
た
め
、
安
心
し

て
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�　

期
限
が
来
て
も
更
新
を
行
え
ば
貸

し
借
り
を
継
続
で
き
ま
す
。
ま
た
、

両
者
の
合
意
に
よ
る
途
中
解
約
も
可

能
で
す
。

【
奨
励
金
に
つ
い
て
】

　

利
用
権
設
定
を
行
っ
た
場
合
、
農
地

を
貸
す
方
、
借
り
る
方
両
者
に
、
市
か

ら
農
地
流
動
化
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

奨
励
金
の
額
は
利
用
権
の
設
定
が
さ

れ
た
農
地
の
１
筆
ご
と
の
面
積
（
１
０

０
㎡
未
満
は
切
り
捨
て
）
に
、
次
の
表

に
定
め
る
１
０
０
㎡
当
た
り
の
単
価
を

乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す
。

【
利
用
権
設
定
の
対
象
と
な
る
農
地
】

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地

※�　

相
続
税
納
税
猶
予
の
特
例
を
受
け

て
い
る
農
地
は
条
件
付
き
と
な
り
ま
す
。

利
用
権
設
定
で
農
地
の
貸
し
借
り
を

【
借
り
る
方
の
要
件
】

　

農
地
を
借
り
る
方
は
、
次
の
要
件
全

て
に
当
て
は
ま
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①�

既
に
所
有
し
て
い
る
農
地
と
借
り
る

農
地
を
全
て
耕
作
す
る
こ
と

②�

借
り
る
農
地
を
効
率
的
に
利
用
し
、

耕
作
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③�

年
間
１
５
０
日
以
上
農
作
業
に
従
事

す
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
先
】

利
用
権
の
設
定
に
関
す
る
こ
と

　

厚
木
市
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
221
局
５
５
１
１

　

厚
木
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
225
局
２
４
８
０

奨
励
金
に
関
す
る
こ
と

　

厚
木
市
農
業
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
225
局
２
８
０
０

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
利
用
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
８
月
、
９

月
及
び
12
月
に
、
市
内
全
域
の
農
地
約

１
，
３
６
３
㌶
を
対
象
に
、
各
地
区
担

当
の
農
業
委
員
が
目
視
に
よ
る
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
約
59
㌶
が
、
現
在
耕
作

さ
れ
て
い
な
い
遊
休
農
地
と
し
て
判
断

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
、
比
較
的
た
や

す
く
耕
作
可
能
な
状
態
に
で
き
る
農
地

が
約
36
㌶
、
機
械
等
で
整
備
し
な
い
と

耕
作
が
難
し
い
農
地
が
約
10
㌶
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
を
基
に
、
遊
休
農
地
の
所

有
者
に
意
向
調
査
を
実
施
し
、
農
地
の

適
正
な
利
用
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

農
地
の
管
理
・
利
用
方
法
な
ど
で
お

困
り
の
方
は
、
厚
木
市
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
無
断

転
用
し
た
場
合
、
所
有
者
ま
た
は
事
業

者
は
、
原
状
回
復
や
罰
金
等
の
罰
則
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
（
市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
あ
ら

か
じ
め
農
業
委
員
会
へ
届
出
す
れ
ば
転

用
で
き
ま
す
。）

　

農
地
を
転
用
し
た
り
、
転
用
の
た
め

に
農
地
の
売
買
等
を
す
る
と
き
は
、
原

則
と
し
て
農
地
転
用
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
許
可
後
に
お
い
て
転
用
目
的

を
変
更
す
る
場
合
等
は
、
事
業
計
画
の

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
、
無
断
で
農
地
転
用

を
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
後
、
事
業

計
画
ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合

は
、農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、

原
状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

厚
木
市
農
業
委
員
会
は
、
昨
年
９
月

18
日
、
小
林
常
良
市
長
に
対
し
、「
平

成
28
年
度
厚
木
市
農
林
業
施
策
並
び
に

予
算
に
関
す
る
建
議
」を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
要
望
し
た
主
な
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅰ 

遊
休
農
地
の
解
消
対
策
に
つ
い
て

　

○ 

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

　

荒
廃
地
の
復
元
に
は
、
多
く
の
労
力

と
費
用
を
要
す
る
た
め
、
そ
の
予
防
策

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
方
々
や

地
区
の
組
織
な
ど
に
農
地
の
保
全
を

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
く
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
集
落
・
地
域
が
抱

え
る
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
未
来
の
設
計
図
と
な
る
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
内
全
地
区
で
の
策
定
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

Ⅱ 

農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

○ 

後
継
者
、
女
性
農
業
者
の
育
成

対
策
に
つ
い
て

　

農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に

よ
り
、
今
後
、
農
業
従
事
者
が
減
少
の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、
後
継
者
や

就
農
意
欲
の
あ
る
新
規
農
業
者
（
定
年

後
の
就
農
者
含
む
）
等
の
育
成
を
図
る

た
め
に
必
要
な
施
策
・
支
援
の
更
な
る

充
実
を
講
じ
る
こ
と
。

Ⅲ 
都
市
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

　

○ 
地
産
地
消
対
策
に
つ
い
て

　

農
業
者
が
、
農
畜
産
物
の
生
産
（
第

一
次
産
業
）
だ
け
で
な
く
、
食
品
加
工

（
第
二
次
産
業
）、
流
通
、
販
売
（
第
三

次
産
業
）�

に
も
主
体
的
か
つ
総
合
的
に

関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
第
二

次
産
業
、
第
三
次
産
業
の
事
業
者
が
得

て
い
た
付
加
価
値
を
得
る
こ
と
が
可
能

奨励金単価

貸付期間 100㎡
当たり単価

３年間 1,000円

６年間 2,000円

９年間 3,000円

（例）田990㎡で３年間の利用権
設定を行った場合、貸し手・借
り手それぞれに9,000円が交付さ
れます。

農政問題の正確、公正な情報と解説を中心に、農業経営や
暮らしの改善に役立つ記事を提供しています。

★発行日　毎週　金曜日
★購読料　１か月　７００円（送料込）

全国農業新聞は、“がんばる農業者”のみなさんを応援します

◎お申し込みは、農業委員会事務局まで

全 国 農 業 新 聞

農
地
利
用
状
況

　
　
　
調
査
を
実
施

無
断
転
用
等
は

�

罰
せ
ら
れ
ま
す
！

農
林
業
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る�

�

建
議
書
を
市
長
に
提
出

と
な
る
こ
と
か
ら
、
農
業
の
六
次
産
業

化
を
推
進
す
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

○ 

固
定
資
産
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　

都
市
農
業
を
守
る
た
め
、
市
街
化
区

域
内
の
農
地
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

大
幅
な
軽
減
措
置
及
び
都
市
計
画
税
の

見
直
し
と
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
国
に

働
き
か
け
る
こ
と
。

Ⅳ 

鳥
獣
及
び
ヤ
マ
ビ
ル
被
害
の
防
止

対
策
に
つ
い
て

　

○ 

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

鳥
獣
等
被
害
対
策
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
を

効
果
的
に
適
用
し
、
引
き
続
き
県
及
び

現
場
と
の
適
切
な
連
携
を
図
ら
れ
た
い
。

　

な
お
、
防
護
柵
等
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
効
果
は
出
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
依
然
と
し
て
有
害
鳥
獣
の
個
体

数
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
、

農
業
被
害
の
み
な
ら
ず
生
活
環
境
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
頭

捕
獲
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、
実
施
さ

れ
た
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

し
っ
か
り
積
み
立
て
、

　
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト

　
　
安
心
で
豊
か
な
老
後
を

○ 

農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
、
ま
た
、
農
地
を
持
た
な

い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き

ま
す
。

○ 

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金
で
す

　

積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
公
的

年
金
な
の
で
、
加
入
者
や
受
給
者
の
数

に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金
制
度

で
す
。

○ 

保
険
料
が
自
由
に
選
べ
ま
す

　

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま

で
、
千
円
単
位
で
選
択
が
で
き
、
い
つ

で
も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

○ 

保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

特
定
の
要
件
を
満
た
し
た
農
業
の
担

い
手
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

○ 

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
（
所
得
税
）
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
受
け
取
る
年
金
に
つ
い

て
も
、
公
的
年
金
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

○ 

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付

き
で
す

　

年
金
は
終
身
受
け
取
れ
ま
す
。
仮
に

80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死

亡
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
本
所
、
各
支
所

店
へ
。

第７７号 平成２８年１月１日
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新
規
就
農
者
紹
介

ＪＡあつぎから
農業塾のご案内

認
定
農
業
者
っ
て
な
ぁ
に
？

新
任
農
業
委
員
紹
介

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

お
じ
さ
ん
、
何
を
調
べ
て
い
る
ん
だ

Boo
〜
？

お
じ
さ
ん

　

農
業
経
営
規
模
を
拡
大
し
よ
う
と
思

う
ん
だ
け
ど
、
何
か
有
利
な
方
法
が
な

い
か
と
思
っ
て
ね
。

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

そ
れ
な
ら
認
定
農
業
者
制
度
を
活
用

す
る
の
が
い
い
Boo
〜
‼

お
じ
さ
ん

　

認
定
農
業
者
？

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

農
業
を
が
ん
ば
っ
て
い

る
農
家
さ
ん
が
、
効
率
的

で
安
定
し
た
農
業
経
営
を

目
指
す
た
め
、
５
年
後
の

経
営
目
標
と
そ
の
た
め
の

取
り
組
み
を
「
農
業
経
営

改
善
計
画
」
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
認
定
申
請
す
る

ん
だ
Boo
〜
‼

　

そ
の
計
画
が
厚
木
市
の
農
業
に
関
す

る
構
想
に
適
し
て
お
り
、
農
用
地
の
効

率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
を
図
る
た
め

に
適
切
で
、
計
画
の
達
成
さ
れ
る
見
込

み
が
確
実
な
場
合
に
は
認
定
さ
れ
る
ん

だ
。
そ
の
農
家
さ
ん
が
認
定
農
業
者
と

い
う
こ
と
な
ん
だ
Boo
〜
‼

お
じ
さ
ん

　

農
業
経
営
改
善
計
画
を
作
る
の
は
大

変
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

①�

経
営
規
模
の
拡
大
（
作
付
面
積
を

今
の
３
倍
に
し
た
い
な
ど
）

　

②�

生
産
方
式
の
合
理
化
（
機
械
や
施

設
を
導
入
し
た
い
な
ど
）

　

③�

経
営
管
理
の
合
理
化
（
複
式
簿
記

で
会
計
管
理
し
た
い
な
ど
）

　

④�

農
業
従
事
の
態
様
の
改
善
（
労
働

時
間
を
少
な
く
し
た
い
な
ど
）

と
い
っ
た
、
年
間
の
農
業
所
得
や
労
働

時
間
、
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
に
関
す

る
い
く
つ
か
の
項
目
を
、
現
状
と
５
年

後
の
目
標
を
比
較
す
る
よ
う
に
ま
と
め

る
と
い
い
Boo
〜
‼

お
じ
さ
ん

　

誰
で
も
認
定
農
業
者
に
な
れ
る
の
か

い
？

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

性
別
、
年
齢
、
営
農
の
類
型
な
ど
の

制
限
は
な
い
ん
だ
Boo
〜
‼

　

専
業
、
兼
業
の
方
で
も
、
経
営
規
模

の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
、
法
人

で
も
大
丈
夫
な
ん
だ
Boo
〜
‼

お
じ
さ
ん

　

一
番
聞
き
た
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
、
認

定
農
業
者
に
な
る
と
有
利
に
な
る
こ

と
っ
て
な
ん
だ
い
？

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
低
利
融
資

制
度
が
利
用
で
き
た
り
、
税
制
上
の
特

例
措
置
が
受
け
ら
れ
た
り
、
一
定
の
作

物
の
生
産
に
対
す
る
国
か
ら
の
交
付
金

が
も
ら
え
た
り
す
る
ん
だ
Boo
〜
‼

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
も
受
け
ら
れ

る
ん
だ
Boo
〜
‼

お
じ
さ
ん

　

そ
う
か
。
経
営
規
模
拡
大
に
は
費
用

も
か
か
る
か
ら
心
配
し
て
い
た
け
れ
ど
、

低
利
の
融
資
が
受
け
ら
れ
た
り
、
国
か

ら
交
付
金
が
も
ら
え
る
の
は
助
か
る
ね
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か

ら
、
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
る
し
、
い

い
こ
と
が
多
い
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
厚
木
市
に
は
ど
の
く
ら

い
認
定
農
業
者
が
い
る
ん
だ
い
？

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

平
成
27
年
10
月
末
で
58
人
の
個
人

が
認
定
農
業
者
と
な
っ
て
い
る
ん
だ

Boo
〜
‼

　

ち
な
み
に
、
農
業
経
営
を
営
む
法
人

で
あ
れ
ば
、
農
業
生
産
法
人
で
な
く
て

も
認
定
の
対
象
に
な
っ
て
い
て
、
８
つ

の
法
人
も
認
定
さ
れ
て
い
る
ん
だ

Boo
〜
‼

お
じ
さ
ん

　

そ
う
か
。
私
も
認
定
農
業
者
を
目
指

そ
う
か
な
。
ど
こ
に
問
い
合
わ
せ
す
れ

ば
い
い
の
か
な
？

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

　

認
定
農
業
者
に
関
す
る
こ
と
は
市
の

農
業
政
策
課
（
☎
225
局
２
８
０
０
）
に

問
い
合
わ
せ
る
と
い
い
Ｂ
ｏ
ｏ
〜
‼

　

融
資
制
度
は
た
く
さ
ん
種
類
が
あ
る

か
ら
、
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
本
所
か
各
支
所
店

に
問
い
合
わ
せ
る
と
い
い
B
o
o
〜
‼

　

平
成
27
年
７
月
１
日
付
け
で
市
川

和
典
氏
及
び
野
口
政
夫
氏
が
、
10
月

17
日
付
け
で
名
切
文
梨
氏
が
新
た
に

農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。市

いち

川
かわ

 和
かず

典
のり

 委員

①
飯
山
828
番
地
２

②
☎
241
局
６
２
４
７

③�

選
任（
厚
木
市
農
業
協
同
組
合
推
薦
）

④
厚
木
地
区
・
市
内
全
域

⑤
農
地
調
整
小
委
員
会

野
の

口
ぐち

 政
まさ

夫
お

 委員

①
下
荻
野
599
番
地

②
☎
241
局
２
０
１
８

③
選
任
（
市
議
会
推
薦
）

④
市
内
全
域

⑤
農
政
対
策
小
委
員
会

名
な

切
きり

 文
ふみ

梨
な

 委員

①
戸
室
１
丁
目
24
番
20
号
509

②
☎
222
局
２
７
８
７

③
選
任
（
市
議
会
推
薦
）

④
市
内
全
域

⑤
農
地
調
整
小
委
員
会

①
住
所　
　
　

②
電
話
番
号

③
選
出
区
分　

④
担
当
地
区

⑤
所
属
小
委
員
会

　

な
お
、
大お

お

貫ぬ
き

盛も
り

雄お

委
員
及
び
大お

お

村む
ら

太た

一い
ち

委
員
が
６
月
30
日
、
松ま

つ

前ま
え

進
す
す
む

委
員
が
７
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
ご
尽
力
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

名
切
委
員
が
選
任
さ
れ
、
厚
木
市

農
業
委
員
会
は
、
３
人
の
女
性
農
業

委
員
が
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

平成２８年１月１日 第７７号

新
規
就
農
者
紹
介

ＪＡあつぎから
農業塾のご案内

認
定
農
業
者
っ
て
な
ぁ
に
？

新
任
農
業
委
員
紹
介

　

及
川
の
約
14
㌃
の
畑
で
多
種
多
様
な

野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
堀
田
修
一
さ
ん

（
63
）
は
、
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
の
農
業
塾
の

基
礎
・
応
用
コ
ー
ス
、
就
農
コ
ー
ス
及

び
出
荷
販
売
コ
ー
ス
で
学
び
、
平
成
26

年
に
新
規
就
農
者
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

若
い
頃
か
ら
農
業
が
好
き
だ
っ
た
と

い
う
堀
田
さ
ん
。
定
年
後
は
好
き
な
こ

と
を
や
り
た
い
と
い
う
思
い
を
募
ら
せ

て
い
た
時
、
農
業
塾
の
広
報
を
見
た
こ

と
が
就
農
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。農
業
塾
で
で
き
た
仲
間
た
ち
と
は
、

今
で
も
２
か
月
に
一
度
の
交
流
会
で
、

情
報
交
換
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
耕
作
地
は
も
と
も
と
栗
林
だ
っ
た
た

め
、
砕
石
が
紛
れ
込
ん
で
お
り
、
現
在

の
良
好
な
状
態
に
す
る
た
め
に
多
く
の

時
間
が
か
か
っ
た
け
れ
ど
、
野
菜
を
作

る
こ
と
自
体
が
楽
し
い
。
手
間
を
か
け

て
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
手
間
を
か
け
な
か
っ
た
も
の

が
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
る
。
本
当
に

農
業
は
奥
が
深
い
。
試
行
錯
誤
し
て
い

く
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
」
と
楽
し
さ
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
野
菜
の
販
売
は
、
夢
未
市

と
自
前
の
無
人
販
売
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
堀
田
さ
ん
の
畑
で
は
、
お
客

さ
ん
が
収
穫
体
験
で
き
る
直
採
り
販
売

と
い
う
珍
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
自
ら
収
穫
す
る
新
鮮
な

野
菜
は
、
お
い
し
さ
も
一
層
増
す
こ
と

で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

将
来
の
あ
つ
ぎ
農
業
を
担
う
方
を

　
　
　
対
象
に
農
業
塾
を
開
講
し
ま
す

〈
開
講
期
間
〉

　

３
月
８
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で

〈
基
礎
・
応
用
コ
ー
ス
〉

　

講
座
と
ほ
場
（
温
水
）
で
の
栽
培
実

習
を
通
し
、
農
業
・
農
作
物
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
学
ぶ
コ
ー
ス
。

〈
新
規
就
農
コ
ー
ス
〉

　

新
た
に
就
農
を
目
指
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
実
践
的
な
講
座
と
ほ
場
実
習

を
通
し
、
新
規
就
農
者
を
育
成
す
る

コ
ー
ス
。

〈
申
込
み
方
法
〉　
２
コ
ー
ス
共
通

　

９
時
か
ら
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
本
所
２
階
指

導
販
売
部
窓
口
に
て
、「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
。

※�　

申
込
書
は
当
日
記
入
、
ま
た
は

Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
事
前
記
入
・
当
日
持
参
も
可
。

※�　

人
数
が
多
い
場
合
は
、
志
望
動
機

等
に
よ
り
選
考
し
、
受
講
が
認
め
ら

れ
た
方
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

※�　

新
規
就
農
コ
ー
ス
を
受
講
希
望
の

方
は
別
途
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

※　

各
支
所
店
で
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
指
導
販
売
部

　

地
域
農
業
対
策
課　
☎
221
局
２
２
７
３

堀ほ
り

田た

　
修し

ゅ
う

一い
ち

さ
ん

あゆコロちゃんに聞いてみよう！

基礎・応用
コース

新規就農
コース

開講
回数

講座８回
実習19回
全27回

講座17回
実習36回
巡回７回
全60回

募集
人数 23人 10人

（面接あり）

受講料 20,000円 33,000円

受付
期間

２月４（木）
～５日（金）２月８日（月）


